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江戸後期における農村工業の発達

日本経済近代化の歴史的前提としての一一

中村 哲

I はじめに

明治維新を起点、とする日本経済の近代化の基本的条件の一つは，明治維新以

前，より正確には，幕末開港以前の江戸時代に達成された経済発展であったロ

ここでは，この江戸時代の経済発展を綿工業を中心にしてみることにするo

産業羊命以前の工業には，農業と商業が結びついているととが多い。とくに江

戸時代の綿工業は農村て業として発達したので，農業，商業との関連について

もふれることにする。綿工業をとりあげる理由はつぎの通りである。 (1)江戸時

代〈近世〕における主要工業であり，明治維新期に最大の工業部門であったと

みられ，その製品は，庶民衣料として最大の市場をもっていた。 (2)近世中期

(18世紀中頃)以後，商品生産が発展し，明治維新期には資本主義がかなり発

達した先進的工業部門であった。 (3)幕末開港(1859年)以後，欧米，とくにイ

ギリスの工業製品が日本に流入して，国内産業が圧迫されたが，その中心は綿

製品(綿織物，綿糸)であった。 (4)明治中期(188C年頃)からの産業革命にお

日る主導部門は綿紡績業と製糸業であった。

点めん

II 近世社会〔江戸時代の社会〉の経済的性格と木綿

日本己は，中世社会〈鎌倉・室町附代〉と近世社会〔江戸時代〉は封建社会

という点で共通した面をもっているが，他面，非常に異質である。経済的側面

におけるもっとも大きな相違は，商品経済の発達であるυ もちろん近世の商品

経済は，近代の商品経済とはちがっている。たんにその発達度が低いという量
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的なちがいだけでなしその性格やメカニズムが異なる。すなわち領主経済を

維持するための商品経済が中心であったのである。

しかし，近世における商品経済の発達が， 日本における近代資本主義経済の

成立に大きな影響を与えたことも間違いない。たとえば，幕末開港以後の主要

貿易品，すなわち輸出の生糸，茶，輸入の綿織物，砂精などは， もともと日本

にはなかったものであれ中世には輸入品であり，中世末から近世初に国屋化

されたのである。低技術の生糸は古代からあったが. 15位紀から発達した高級
にLじんお旬

絹織物である酉陣織の原料となる生糸はすべて輸入であれ中世末，近世前期

(16~'17世紀)においては生糸は最大の輸入品であった。

未結も木来， 日木にはなかったのであるu 古代，中世に多少は栽培された記

録はあるが，地域的にも，時期的にも限られていた。それが経済的な意味をも

ってくるのは中世に朝鮮，中国から輸入されはじめてからであるのその最初は

12世紀末からである。量的にふえてくるのは15世紀であり，いわゆる戦国時代

に急激に木綿の需要がふえる。日本の中で戦争がつづいた時代であり，軍隊の

衣服，火縄銃の火縄，船の帆などに使われたのである。日本の輸入が急増した

ので，朝鮮は輸出制限を行う。朝鮮の内需(国内の需要〉に影響が出たためで

ある。そのため日本は輸入先を中国に切りかえ. 16世紀後半には中国からの輸

入が中d心になる。

木綿は，インドが原産地であり，中国，朝鮮に入ってきたのは，そんなに古

いことではない。中国には南宋，元代 02. 13世紀〕であり，明代(14世紀〕

に国産化された。朝鮮の国産化はそれより後で. 15世紀である。

日本で国産化されたのは. 15世紀末からで16世紀に全国に普及した。最初は

かなり高価であったと思われるが，普及するにつれて大衆衣料となった。日本

人の衣料は中世においては麻織物が中心であったが，近世には木綿になった。

ζの木綿をはじめとして，中世末から近世初にかけて，それまで輸入品であっ

た砂糖，たばこ，茶，絹織物，生糸，磁器などが国産化されていった。それに

よ勺て円本人の生活が大き〈変った。国産化された場合，これらは商品生産と
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して発達した点も注目される。農民でも生活するためには，商品経済関係に入

らなければならなくなったのである。

こうした変化は，日本だけでなく東アジアの中国，朝鮮にも起ったL また，

西ヨーロッパにも起ったことである。その民ヨーロッバ人は，アラビア人を

通じて，アジアの物産ー呑辛料，絹，木綿，砂糖，陶器，磁器等 を輸入して

いた。アジアの物産のヨーロッパにおける需要の増大によって， 15世紀末から，

ヨーロッパ ポノレトガノレ，つづいてスベイ:/，オランダ，イギリ旦， アラン九

等 が直接アジア貿易にのりだしてくるのである。その頃世界貿易の中心は，

インド，イラン，アヲピア，東"77 リカ，東南アジアなどによって行われてL、

たインド洋貿易であった。束アジアと甫ヨーロッパ(地中海沿岸〉は， そのイ

:/1'洋貿易から東と西に仲びる貿易路であった。こうして，日本の近ill:社会の

成立は，世界的にみると，胃ーロ γ パにおけるんネッサンス，イタリアの都市

国家の発達，スベイ:/，ポノレトカツレにはじま札フラン旦，イギリ λ などの絶

対主政の成立と対応しているのである。

ついでに言うと， ヨーロッバではノレネッサンエ以後をすべて近代とするが，

ヨ-p')'パも日本ほど明確ではないが，近世という時代を設定できるのではな

いだろうか。ノレネッサγ:A，絶対王政成立から市民革命，産業草命までの時期

は，産業草命以後の近代とくらべ相当，異質な社会であり，近代と区別して近

世とするのが適当ではないかと思われる。

さて，話をもどして， "dきにのべたように木綿は16世紀， とくにその後半か

ら急速に全国に普及し， 17世帯己の初めに庶民衣料としての地位を確立したとみ

られる。 ところがこの即も商品生産としての綿作(原綿栽培)， 綿工業は議
会い

内(大阪，京都を中心とする地域で，当時，日本で経済的にもっとも進んでい

た〉に集中する傾向がみられ，畿内では農工の分離が始まる。北陸，東北，九

州など綿作の立地条件のよくないところは畿内から大量の原綿を買い入れ，原

綿から綿糸を作って綿織物にするようになり，東北J 九州という後進的な農村

も全国的な商品経済のネグトワークの中に入ることになる。



第3・4号

この江戸時代初期(17仕紀〉には，大阪，江戸の商人の資本蓄積がまだ進ん

でいなかったので，木綿の商品流通において荷主(商品を自己資金で買い，所

販売する商人〉は生産地や消費地の商人であり，大阪や江戸の問屋商人

は手数料や運賃収入を得る仲介業的な性格の商人であった。これを荷請け問屋

ところが17世紀末から三井を代表とする新しいタイプの大

第140巻4 ([08) 

有l.-，

京都〕に出現した。これは，以前の荷請け問屋とち
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自これを仕入れ問屋と言う。単に手数料収入を得るのではなし商人であり，

己所有の商品を販売するので危険負担も大きいかわりに，利益も大きかコた。

その波にのってこの17世紀後半から18世紀初期は日木の経済の発展期であり，

タイプの問屋商人の資本蓄積が進み， 18世紀にほ全閏的な商品流通を支配する

日本の近世一江戸時代のもう一つの経済的特徴は都市の発達である。江戸時

代には全国各地に大小さまざまな都市(数百にのぼる〕が発達したが，この都

市の発達も経済的，文化的に近代日本にたいする大きな遺産となった。都市成

立のためには，農産物をはじめ都市住民の生活を支える多〈の物資の集積が必

要である。それだけの剰余が農村に成立L しかもそれが都市に集められなけ

したがって江戸時代には全国的に商品流通組織と交通運輸機関

が発達した。江戸は18世紀初期に人口 100万に達したとみられるが，当時にお

いて世界最大の都市であり，世界最初の 100万都市であった可能性が強い(古

代ローマや古代中国の長安，洛陽もとうてい 100万はなし 18世紀の北京も80

ようになっtこ。

ればならない。

~9日ノり程民とみられる。ヨーロッバではようやく 19世紀初にロンドンが86ノ'1，

バロが54万〉。

都市の性格，構造，機能は近代とはたいへん異なる。江戸時代の都

ロ ロッパではドイツの領邦君王に近しつが領国支

しかし，

市の多〈は大名(大領主，

人口り半分は武士〈さむらい 封建家

巨〕でそれ以外の商工業者も武士の生活や藩(大名の領国〉財政の維持のため

配の中心として建設Lた城下町であり，
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に存在したのである。江戸が100万都市となったのも， 参観交替市u(大名が将

軍に奉仕するため一年おきに江戸に住み，他の一年は自分の領国に住むシステ

ム〉と江戸が全国支配者〈ヨーロッパの国王に当る〉であるとともに最大の領

主〔全国の領地の4分の 1を領有し，主要都市J 鉱山などを直轄領としてい

た〉でもある将軍の城下町であったからである。人口40万で京都とともに第一

の大都市であった大阪は式土ははとんどおらず町人の町といわれ全国の商品経

済の中心であったが，幕府が全国支配のための流通統制の中心としたことと，

江戸の必要とする物資を酉日本を中心として全国から集め，江戸に送るという

機能が大きかった。その商品経済は幕府や落の領主的支配を維持する機能が中

心であコたのである o たとえば1714年に大阪に集められた商品は銀44万貫余と

いう巨額に達するが，そのうも35.8%は蔵米， 即ち年貢米であった。幕府，藩

は農民からとり立てた多量の年貢米を大阪に送って販売し，その金で大阪で必

要な物資を買うか，江戸や国元(自分の領国〕に送金して財政を維持していた。

1呂世紀の大阪の商業都市としての機能は幕藩領主の封建的支配を基礎とし，ま

たそれを維持するものであったo

III 近世後期 (18世紀後半以後〉の商品経済の発展

以上のような近世的経済構造ば， 18世紀中期以後解体してゆ〈。文化・文政

期 (1804~29年〉の大阪の商品集荷量をみると， 1714年からの 1世紀問で大き

〈変っていることがわかる。文化・文政期には，主要商品しかわからないが，

米以外の商品の中で，集荷量の不明のものが，判明する商品と同じ割合でこの

1世紀聞に増加したものと仮定すると，文化・文政期には蔵米は 150万石(1

右は約5ブッシェル〉で1714年四 112万右より増え亡いるが，価額でほ全商品

。')13.7%に低下し亡いる。他の商品のふえ方がはるかに多いことと，米の他の
商品に対する相対価格が下ったためである。蔵米と綿関係の商品〈綿織物，綿

糸，原綿〉とをくらべてみると，蔵米を 100として， 1711年に綿関係商品は18

であったが， 1736年に31となり， 1804~29年には 105 となっている。つま句綿
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関係商品が蔵米よ旬多額になっているのである。しかもこの資料には18日4~29

年の綿関係商品には相主多額にあったと思われる縞木綿〔先染の綿織物〉と綿

糸が欠けている。

蔵米と綿関係商品はたんに物として(素材的に)ちがう(米と衣料というよ

うに〉ということだけでなしその経済的性質が本質的にちがっている。蔵米

は封建地代が商品になったものであるのにたいし，綿関係商品の大部分は農民

や千工業者が商品として生産したものである。つまり，大阪市場はこの 1世紀

聞に領主的市場から庶民の市場に大きく変ってきているのである。こうした変

化がどのようにして進んだのか，綿工業を中心にみることにしよう。

18世杷後半から綿工業に新しい変イ~がみられ品。その第ーは，農村工業の発

達である。 17世紀には畿内の都市手工業の技術水準が圧倒的に高かったが. 18 

世紀に入ると株科3間規制〔ギノレド的な規骨u)と問屋商人の支配が強まるため発

展が停滞し，ギノレド規制(iJ(なし問屋支配が弱く，賃金の安い農村に商品生産

としての綿工業が成立してくる。綿作地帯の中に綿工業地帯が形成され，ある

いは綿作地帯でないところで原綿や綿糸を他所から移入して綿織物工業が成立

することが全国各地で起ってくるのである。 18世紀末から19世紀初になると，

そういう農村工業地帯の中でも進んだととろ，先進綿織物生産地では専業の織

屋が成立する。織屋は多少冨l業的に農業を行っていても機織を中心と L，また

農業を全くしない場合も多し、。その多くは小資本家的経営一一経蛍者とその家

族も働くが賃労働者も使うーーである。その規模が大きくなり分業が導入され

てマニュファクチュア〈工場制手工業〉も成立し，また生産者の自立性がほと

んどない問屋制家内工業，さらに生産者が白宅で働いているが資本家から原料

糸を支給されて織物をつくり，出来高払いの賃金を受取る資本主義自力家内工業

〈これを白蟻語能賃織などという〉が広く成立する。たとえば，和泉国の

宇多大津村では1842年18戸の織屋が居り， 50人の家族労働者と 5人目奉公人

(年雇で住込みの労働者)， 82人の賃織日雇(日給の通勤労働者〕が働いてい

る〔第1表〉。一番大きい経営は，家族労働者6人，賃織日雇15人，計21人の
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第1表 1842年宇多大津村織屋表

作労に働業よ場者る数区内 「百 掛品

労 働力
平 均平均作来作なし砕百J 数し、

書調子斜計|持高付面積
分

1~ 3人! 0戸%
5063石 畝戸

人人 人%

4~ 6 I 9 印 O 2.656 I 12 ! 4 16 ! 2 28! 46 ! 33.6 

7~ 9 ! 6 33.4 0.803! 814  
212647311465383、1 1日-14 I 2 11.1 3.892 1 40 I 1 7 I 3 13 1 23 I 16'~l66.4 

15-19 I 0 

2.458 1 0 1 1 20-29 I 5.5 6 I 15 I 21 

言十 100.0 1 2.109 1 13 1 10 1 田 1
5 82 I即 100

〔注) 中村哲川浦康次「幕末経済段階に!liIする諸問題JI歴史宇研究j225号.78ヘ ジ
持高は所有する土地の来白公定収穫量。

規模であり，との経営をふくめて10戸は織屋専業で農業は全〈していないn ま
ぴきも

た. 1844年の尾張国の尾西地方の場合は42カ村に332戸の織屋が居旬， 1435台

の織機を動かしている(第 2表〉。大きレ織屋は 1 戸当り 15~2g台の織機をも

っ8戸の織屋である。この地方は縞木料を生産しており，織機 1台に労働者2

人を要するので，マニュファクチュアがかなり発達している。

社会的分業の発達という点では，綿作と綿工業が分離するだけではなく，綿

工業の内部で諾工程が分離して独立の経営によって担われるようになる。特に

重要なことは綿糸生産と綿織物生産が分離することである。また綿織物の種類

も多様化L.生産地の特化がみられる。
た，.，また

技術的に重要なことは織機が従来のいざり機から高機に変わり，生産能率は

2~3 倍に高まった。高機は京都の函l牢から直接，間接に伝播したものC. 19 

1止紀に入ると先進綿織物生産地では高機の使用が一般化する。

乙のような農村工業の発達とともに，良村工業地帯の中に中核的なところが

成立し，そこは次第に農村から工業都市に変化してゆく。近世の都市は城下町

のような政治的機能を中心とする消費都市か，大阪のような商業的機能を中心

とする都市が多いが，そうした近世的都市と異なり坐産機能を中心とした小部
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市である。ただ，産業革命以前の段階なので，まだ農村的性格が全くなくなっ

たのではないが，中心的な機能は工業とそれにともなう商業機能である農村工

業都市である。そしてそのかなりのものは明治以後の近代に工業都市に発展す

る。たとえば，大阪に近い和泉地方は綿作，綿織物工業のさかんなところであ

るが，その中心的村落の一つである宇多大津村は1843年に 277戸のうち農業は

40戸， 14%にすぎな〈なっている。綿工業関係の職業は46%で綿工業都市とい

える存在になっている(第3表〉。また尾張因酉部〈尾西地方〕 も縞木綿生産
おとレ

の全国的中心地の一つであるが，その中の起村の1845午の状態をみると 262戸

のうち農業は20%，綿工業関係が31%，それに起村は木曽川の港であり美濃街

道の宿場町でもあるので交通関係が22%である。起村も農村ではな〈綿工業を
とのAなか巴主

中心とする都市的構成になっている(第4表〉。小信中島村は起村の隣りの村

であるが， この村の1875年の生産物がわかる(第5表〕。 この表によるとこの

村では農産額は 18.4%にすぎなくなっており，工業生産額が 81.5%，その圧倒

的部分は綿織物である。もう一つ注目されることは，第2表にみられるように，

起，小信中島などの農村工業都市はこの地方の綿工業の中心になっており，し

かも規模の大きい織屋が集中していることである。 6台以上町織機をもっ92戸
し也そふえ

の織屋のうち59戸は起，小信中島，下祖父江，
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山崎の4村に集中l.-， とくに15台以上の織屋8

"'ぽ"戸はすべてこの 4村にある。この表の出機(す

なわち資本主義的家内工業〕は村内のものと思

われるが，こうした農村都市は周辺の農村に生

産支配をひろげていた。たとえば，他の資料に

よると起村は1844年に 464台という大量の出機

を行っており，その大部分は他村にたいする山

機であった。また農村都市はその地方の流通の

中心となり，商人の中には資本蓄積を行って江

戸，大阪などの都市問屋商人を介さずに直接，
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第5表 1875年小信中島村生産物表

生産部門 生産額 F百

士業生産物 36，024"62円 8L5 

内綿織物 30，880 69"7 

農業生産物 8，22%4 18.4 

漁業生産物 25 0"1 

百十 100"0 

〈注〉第l表と同じ， 76ベ ジ，当時の1円は 1米ドルと岡山

遠隔地と取引する者が出てくる。

IV 幕末・日本経済の発展段階

こうした状況の中で綿織物生産地の競争が全国的に行われるようになる。そ

うなると，生産上，他所よりも優越した たとえば，社会的分業が発達し，生

産形態において資本主義的家内工業，マユュソァクチュアが発展しており，技

術的に高機が普及している 綿織物生産地が全国的競争で優位に立ってくる。

これら先進機業地は19世紀初期において，和泉，大和，尾張，三河と下野(とく

に足利〕である。ややお〈れて幕末(1840年代以後〕に武蔵がこれに加わる。
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18世紀末(1786年〉と19世紀末(1882年〕の大阪綿織物市場の集荷状況をみ

ると， 1世紀の聞に生産地が大きく変っている。 18世紀末の生産地は，播磨70

万反，淡路40万反，備前40万反，周防40万反などの瀬戸内海沿岸の地方であっ

たが， 19世紀末には，大和465万反，和泉450万反が圧倒的になる(総集荷量は

1786年に293万反， 1882年に1，755万反〕。この瀬戸内海沿岸地方の綿織物は，衰

退したのではなし他の市場に向けられるようになった。たとえば九州の福岡

藩は1847年に多量の綿織物(100万反)を瀬戸内海沿岸地方から移入し℃いる。

また，東北地方の秋田藩は19佐紀初め多量の綿関係の商品を移入してし、るが，

完成品〈綿織物〕だけでなく，中間製品〈綿糸)，原料〈原i自〉も相当多量に

移入している。また，大阪とならぶ全国的な綿織物市場である江戸でほ， 19世

紀になると尾張，三河，武蔵の綿織物が中心になる。

つぎに注目すべき点は，さきに述べた大阪や江戸の問屋商人(卸売業者行う

大商人〕の流通支配が〈ずれることである。 17世粗末から18世紀にかけて，大

阪，江戸の問屋商人が，どうして全国的な商品流通を支配できたのであろうか。

一つは政治的条件であり，幕府によって特権を与えられたことである。もう一

つは経済的条件で，これがより重要である。それは次のとおりである。 (1)都市

問屋商人の経済的支配の中心は，生産地に対する資金の前貸しであり，生産地

の商人や生産者がその対象である。 (2)都市手工業の技術的優位とその都市手工

業者に対する問屋商人の前貸支配， (3)交通運輸機関の独占， とくに日本は島国

であるため，海運，河川交通が発達したが，それに対して資金を前貸して独占

した。

18世紀末以後，こうした条件が失われることになる。それは， (1)生産地の資

本蓄積が進み，そのため都市問屋商人の前貸支配の有効性がなくなってくる。

一方，都市におい Eは問屋商人の資本蓄積が停滞的になる。都市問屋商人の資

金は，白己蓄積と大両替商(金融業者〉からの借入であったが，大両替商の利

益の中心であった大名貸がうまくゆかなくなり(大領主にたいする金融が封建

制が解体してきたために，こげついてしま勺たのであ<5)， 両替商の金融力が
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衰えてくる。 (2湘l市手工業の技術的優位がくずれるc都市手工業の技術が農村

に移転されるからである。 18世紀までは，工業の最終工程は，たいてい都市手

工業が行っていた。一般に製品の質は最終工程で決まるので，付加価値が都市

手工業によって高められた。 18世紀末以後，この最終工程も都市から農村に移

っていき，この固でも都市の問屋商人の支配が崩れていった。 (3)交通運輸機関

の独占も解体して〈る。問屋商人の資金力の低下による前貸支配の解体と新し

い交通ノレートや交通運輸機関が成立したためである。

こうしたことが，最終的にはっきりするのが天保改草Cl841~43年に行われ

た幕府の最後の大i必俣な政治改革〉の株仲間解散政策である。この頃，物価が

上昇して，都市生活者が因ったため，幕府は都市の問屋が流通を独占して物価
ギルド

をつり上げていると考え，物価を下げる目的で問屋商人の仲間〔同業組合)を

強制的に解散させた政策であるo その結果は牧}価は下らず失敗であった。つま

旬，すでに問屋の流通支配は解体L 価格を支配する力はなかったのである。

さて，この幕末の工業発展の段階をどのように評価できるであろうか。私は，

18世紀末から19世紀初期，おそくとも天保期Cl830~44年〉に初期資本主義の

段階に入ったと考える o 初期資本主義とは，産業革命以前の，手工業的技術に

依存Lているが，マエュファクチュア，資本主義的家内工業，小資本家的経営

などの資本主義的経営が工業で支配的になった段階である。初期資本主義の段

階とは，従来，プロト工業化の段階とかマニュファクチュア段階といわれてい

る段階にだいたい相当する。それとともに，近代的な国内市場が形成されてく

る。どこの国も近代的国内市場が本格的に形成されてくるのは，産業革命以後

であるが，その端緒的な段階に入ったのである。また，このことが，開港以後，

日本が資本主義化するための歴史的条件となったのである。

V 幕末の開港と綿工業の対応

日本は1630年代以来， 200年以上にわたって鎖国をつづけてきたが欧米の圧
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力によって1854年アメリカと和親条約を結んだのに始まり， 1858年，アメリ丸

オランダ， ロシア，イギリス，フランスと通商条約を結び開国した。貿易は翌

59年から開始された。この条約は58年に中国とイギリス，フランスとの聞に結

ぼれた天津条約を手本としたもので，典型的な不平等条約であった。

1860~70年代における貿易は，綿製品をはじめとする工業製品を輸入し，生

糸，茶をはじめとする原料，食料，半製品を輸出するというタイプで，相手国

は圧倒的に欧米，とくにイギリ旦であった。全く後進国的な貿易であったので

ある。当時のγジア諸国の主要輸入品が綿製品であることは共通し亡いた。ア

ジアでは綿織物は大衆衣料であり，綿工業は主要工業であったが，イギロスな

どの欧米の近代的な工場で生産される安価な綿織物が大量にアジアに流入する

ことによって，アジアの綿工業が大きな打撃をうけた。こうしたことは日本も

例外ではなかった。

Lかし円本の綿製品輸入には独自の特徴もあ円た。それば，次の 3点に要

約できる。

(1)輸入量が急速に増加する。たとえば，人口 1人当りの輸入量(綿糸も綿織

物に換算した輸入量〉をとってみると， 日本は開港後2年の1861年には 0.5ヤ

ードをこえ，すでに中国と同じ水準になり(中国は開港後20年近くたってい

る)，イ Y ドの183C年代に相当する。 1865年に 1ヤードをこえて中国を上回り，

18均年に 6ヤードとなってインドと同じ水準に達している。

(2)インド・中国では，綿製品輸入の国内綿工業にたいする影響は，一部の地

域でははげしかったが，影響の全国的な波及性とし、う点では日本の方がはるか

に急j主であった。

(3)輸入綿製品の中心が綿織物から綿糸に早期に変ってゆく。開港直後は綿織

物輸入が圧倒的であるが，すぐに綿糸輸入が増えていき， 69年には早くも量的

に綿識物をしのいでいる。インドは一貫して綿織物輸入が圧倒的に多いし，中

国で綿糸輸入が急増するのは， 188日年代以後である。

このような綿製品輸入の日本的特徴は，どうして生じたのだろうか。
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イ Y ド・中国では，輸出向け 09世紀初期までヨーロッパ向け輸出がかなり

あった〉や都市向けの，主として都市手工業はかなり商品生産が発達していた。

こうした商品生産の場合，価格と品質の点での輸入品との競争は市場において

直接展開される。そうすれば圧倒的に生産力が高い輸入品によって在来手工業

製品は比較的早期に駆逐されることになる。しかし人口の庄倒的部分 (80%以

上〕を占める農村には，農家副業という形で自給的な綿織物業が広汎に存在し

ていた。この場合には輸入品との競争は直接的には行われないから，輸入綿織

物はなかなか農村に入りこめなかったのである。また，輸入綿織物は品質の点

でも厚手で丈夫という農民の需要に応じられない閏があった。

日本はす Cに述べたように江戸時代に綿工業の商品生産化が進んでおり，農

村でもすでに綿織物の商品化が 般化していたために，輸入綿織物は，都市だ

けでなく農村へも比較的容易に入ることができたし，綿織物の全国市場が成立

していたので，それが全国的に進むことになったのである。また先進綿織物生

産地では専業の織屋が成立し，織屋は綿糸を買って織っていた。しかも 18世紀

末以後の綿織物工業の発展のために，原料の綿糸の供給が追いつかず，綿糸価
てぴき

格の騰貴がおこっていたのである。そこで織屋は原料糸を国産の手挽糸から機

械製の輸入糸に切りかえたのでああ。それによって先進綿織物生産地は安価で

品質のよい原料糸を豊富に確保することができるようになり，輸入綿織物との

競争が可能となった。日本でも後進的な綿織物生産地中自給的な農家の家内工

業は，原綿を買入れ，それを糸につむぎ，織るという生産方法が一般的であり，

原綿も自家生産している場合もあった。こうした後進機業地や農家家内工業の

場合は，輸入綿糸への転換は困難であり，お〈れたために，衰退したところが

多い。

もう つ開港以後の綿工業において重要なのは労働力の問題である。綿織物

工業が原料糸を輸入にきりかえたために，綿糸生産は急激に衰退し，綿糸部門

の労働力は失業した。綿糸部門I:l:.綿織部門より生産力が低かったから(綿織

物の中でもっとも多量に生産された白木綿の場合，織物労働者1人に供給する
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綿糸を生産するには 8人の労働者を必要とした)， 労働者の数は 200~300万人

に達したと思われる。もっともその多くは，副業的労働者であった(とくに農

家の女子が従事した〕。その他，綿繰， 綿釘などの労働者， 綿作農民，輸入品

や先進機業地との競争に敗れて失業した綿織物生産者などを加えると 250~40白

万人にのぼったのではないだろうか。当時の日本の人口は約3500万，労働人口

は1900万であったから，この多量の失業者の発生は深刻な問題であった。農村

に半失業人口ないし過剰J人口が大量に形成されたのである。これによって労働

者の賃金水準が開港以後，明治初めにかけて急速に低下した。綿織労働者の賃

金も大巾に切り下げられた。

先進国との貿易によって園内産業が衰退 L 過剰人口が形成され，低所得の

半失業者が大量に存在することは， !Ii:開発国の一般的特徴である。 Lかし19世

紀には世界経済は現代のようには発達していなかったL 先進国の生産力も現

代のようには発達していなか勺たから，低開発国の過剰人口の形成もゆ勺〈わ

と進んだ。その中で，日本は商品生産や市場の発達程度が高かったために，他

のアジア諸国とくらべて過剰人口の形成が全国的規模で急速に行われた。この

労働者の賃金の低下も綿織物工業の輸入品との競争力を強化した。

また，技術的にも， 1873年にフランエ， オーストリ 7から飛検 flying

shuttle (1733年，イギリスのラ Yカシャ一地方で発明された織機で，1760年代

に綿織物に採用された〕が輸入され，すくに模造されて77年頃から綿織物生産

地にも普及していった (ζれを日本ではノミツタ Y といった〉。 これによって従

来の高機にくらべ生産性が1.5倍~2 倍に高まった。

こうした条件によって綿織物工業は1870年頃から，次第に輸入品を駆逐して

急速に発展しはじめる。 1874~80年に綿織物生産額は年率15%で増加している。

輸入綿織物は国内消費において， 1874年には40%を占めていたが， 80年には23

%， 88年には15%になった。綿織物工業は不平等条約のもとで，政府の保護な

しに，ほとんど自力で国内市場を回復したのである。また，外国から機械を輸

入Lて近代的な工場をつくるという形をまったくとらず，在来の綿織物工業の
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発達という形をとった点も注目に価する。

もう一つ重要な点は，この在来綿織物工業の発展が近代的紡績業成立の市場

的条件をつくったということである。輸入綿糸を使う綿織物工業の急速な発達

は，当然綿糸輸入の急増をもたらしたが，この綿糸の国内需要の急増は同時に

大規模な近代的紡績工場の建設とその成功をも可能としたのである。近代的な

機械制紡績業は1880年代から急速に発達し，輸入綿糸を駆逐して早くも 1890年

に綿糸の圏内日給を達成し〔高番手心綿糸の自給はまだできず輸入がつづい

た)， 1900年頃には生産の3分の 1を輸出し(中国及び朝鮮に)，生糸につぐ主

要輸出品になる。紡績業は， 日本の産業革命の中心的部門であるが，それは，

在来綿織物工業の発展D上に可能になったのであるu また，近代的紡績業の中

心は大阪であり，その設立者，出資者は商人， と〈に綿製品関係の問屋資本が

多かったのであり，との点でも在来綿業の遺産をうけついでいる。

追記 この論文は， “The Development of Rural Industry" (Nakene Chie and 

Oishi Shinzaburo， eds.， Tokugawa Jalうαn，University of Tokyo Press， 1988 

に収録〕の原文である。


